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六
月
二
十
九
日
、

物
部
町
笹
地
区
で
林

業
体
験
教
室
が
開
か

れ
、
大
栃
中
学
校
の

生
徒
十
名
が
、
桧
林

の
間
伐
作
業
を
行
い
、

森
林
の
役
割
と
間
伐

の
必
要
性
を
学
び
ま

し
た
。

体
験
教
室
は
、
森

と
緑
の
会
香
美
市
支

部
が
企
画
し
、
大
栃

中
で
総
合
学
習｢

魚

と
環
境｣

を
テ
ー
マ

に
学
習
し
て
い
る
一

年
生
八
人
と
三
年
生

二
人
が
参
加
。

生
徒
ら
は
、
事
前
学
習
で

｢

木
が
混
み
合
っ
て
太
陽
の
光

が
届
か
な
く
な
り
、
成
長
の
衰

え
た
木
を
間
引
く
こ
と
で
、
残
っ

た
木
の
成
長
を
促
し
、
利
用
価

値
の
高
い
木
材
の
生
産
や
土
砂

災
害
を
防
ぐ｣

な
ど
間
伐
の
効

果
を
学
び
、
実
際
に
間
伐
作
業

を
体
験
。
物
部
森
林
組
合
職
員

の
指
導
の
も
と
、
初
め
て
チ
ェ
ー

ン
ソ
ー
を
手
に
し
た
生
徒
ら
は
、

回
転
し
な
が
ら
木
に
吸
い
込
ま

れ
て
い
く
刃
先
を
見
つ
め
、

｢

す
ご
い
！｣

｢

大
変
な
仕
事｣

と
額
に
汗
を
浮
か
べ
な
が
ら
真

剣
に
作
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま

し
た
。
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体験学習での間伐作業

六
十
一
人
の
尊
い
命
を
一
瞬

の
う
ち
に
奪
っ
た
昭
和
四
十
七

年
の
繁
藤
災
害
か
ら
三
十
五
年

祭
を
む
か
え
る

『

繁
藤
山
く
ず

れ
殉
職
殉
難
者
追
悼
慰
霊
祭』

(

祭
主
＝
西
岡
統
一
遺
族
会
長)

が
七
月
五
日
、
土
佐
山
田
町
角

茂
谷
の
哀
悼
の
広
場
で
執
り
行

わ
れ
ま
し
た
。

慰
霊
祭
に
は
、
時
折
、
激
し

い
雨
が
降
る
中
、
遺
族
や
消
防
、

地
元
関
係
者
ら
約
百
人
が
参
列
。

仏
式
に
続
き
神
式
で
祭
事
が
行

わ
れ
た
後
、
遺
族
の
代
表
者
ら

が
焼
香
し
、
玉
ぐ
し
を
さ
さ
げ

ま
し
た
。
遺
族
ら
は
、
祭
事
が

終
わ
っ
た
後
も
祭
壇
に
手
を
合

わ
せ
、
犠
牲
と
な
っ
た
肉
親
の

め
い
福
を
祈
っ
て
い
ま
し
た
。
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祭壇に手を合わせる遺族

七
月
の
第
五
十
六
回
社
会
を

明
る
く
す
る
運
動
強
調
月
間
に

あ
わ
せ
て
、
七
月
四
日
に
土
佐

山
田
町
の
八
王
子
宮
境
内
で
同

運
動
実
行
委
員
会
主
催
に
よ
る

集
会
が
開
か
れ
、
市
内
の
各
種

団
体
や
企
業
な
ど
二
十
一
団
体
・

百
三
十
二
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

同
運
動
は
、
犯
罪
や
非
行
の

防
止
と
、
罪
を
犯
し
た
人
た
ち

の
更
生
に
理
解
を
深
め
、
犯
罪

や
非
行
の
な
い
明
る
い
社
会
を

築
こ
う
と
す
る
全
国
的
な
運
動

で
す
。
集
会
終
了
後
に
は
、
県

警
音
楽
隊
を
先
頭
に
パ
レ
ー
ド

や
、
広
報
車
の
巡
回
な
ど
が
行

わ
れ
、
運
動
へ
の
理
解
を
呼
び

か
け
ま
し
た
。
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地
域
が
連
携
し
て
防
災
意
識

を
高
め
よ
う
と
、
土
佐
山
田
町

の
小
島
・
古
町
・
原
東
の
三
地

区
の
自
主
防
災
組
織
が
共
催
し

た
七
夕
祭
り
が
、
七
月
一
日
に

中
井
川
沿
い
の
空
き
地
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

祭
り
会
場
に

｢

大
き
な
地
震

が
お
き
ま
せ
ん
よ
う
に｣

な
ど

防
災
に
関
す
る
願
い
が
書
か
れ

た
短
冊
が
付
け
ら
れ
た
七
夕
飾

り
が
並
ぶ
な
か
、
消
火
訓
練
を

行
い
、
子
ど
も
も
大
人
も
協
力

し
て
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
を
行
い
ま

し
た
。
祭
り
を
通
じ
て
三
地
区

の
住
民
が
、
防
災
に
つ
い
て
語

り
合
い
、
交
流
と
親
睦
を
深
め

ま
し
た
。
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商店街をパレード

子どもたちも一緒にバケツリレー
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六
月
二
十
二
日
、(

有)

香

北
観
光
と
香
北
町
本
町
老
人
ク

ラ
ブ
の
二
十
四
人
に
よ
り
、
国

道
一
九
五
号
線
沿
い
の
清
掃
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
活
動
は
、
道
路
を
利
用

す
る
者
と
し
て
道
路
愛
護
の
精

神
を
常
に
持
っ
て
い
よ
う
と
、

今
年
で
六
回
目
の
実
施
と
な
り

ま
し
た
。
香
美
市
に
な
っ
た
こ

と
で
清
掃
の
範
囲
を
広
げ
、
宮

ノ
口
か
ら
大
栃
ま
で
の
国
道
沿

い
に
落
ち
て
い
る
ご
み
を
回
収

し
、
集
ま
っ
た
ご
み
は
約
四
十

袋
に
も
な
り
ま
し
た
。
参
加
者

は
き
れ
い
な
ま
ち
と
な
る
よ
う

｢

来
年
以
降
も
こ
の
活
動
を
続

け
て
い
き
た
い｣

と
話
し
て
い

ま
し
た
。
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約40袋分のごみと参加者

｢

風
の
オ
カ
リ
ナ
コ
ン
サ
ー

ト｣
(

佐
岡
、
平
山
両
地
区
公

民
館
が
主
催)

が
、
六
月
二
十

五
日
に
休
校
中
の
平
山
小
学
校

体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

地
元
住
民
ら
約
六
十
人
を
前

に
、
佐
岡
、
楠
目
、
舟
入
の
各

小
学
校
児
童
や
保
護
者
が
手
づ

く
り
の
オ
カ
リ
ナ
で
合
奏
を
行

い
、
会
場
の
体
育
館
全
体
を
優

し
い
音
色
で
つ
つ
み
ま
し
た
。
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六
月
十
九
日
に
行
わ
れ
た
平

成
十
八
年
度
土
佐
山
田
町
体
育

会
総
会
で
、
体
育
会
に
顕
著
な

功
績
の
あ
っ
た
次
の
方
々
に
表

彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

[

功
労
賞]

▽
山
地
正
明
さ
ん
＝
審
判
長
と

し
て
長
年
に
わ
た
り
県
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
振
興
に
貢
献

▽
山
�
博
也
さ
ん
＝
選
手
と
し

て
国
体
優
勝
や
、
連
盟
理
事

と
し
て
長
年
に
わ
た
り
県
の

弓
道
振
興
に
貢
献

[

優
秀
賞]

▽
川
越
一
彦
さ
ん
＝
第
二
十
一

回
一
条
大
祭
弓
道
大
会
五
段

以
上
の
部
で
優
勝

8
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▲

左
か
ら
山
地
さ
ん
、
山
�
さ

ん
、
川
越
さ
ん

生
涯
学
習
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
を
め
ざ
し
、『
第
一
回
香
美

市
生
涯
学
習
推
進
大
会』

が
七

月
八
日
に
プ
ラ
ザ
八
王
子
で
開

催
さ
れ
、
約
九
十
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

香
美
市
と
し
て
第
一
回
目
の

今
回
は｢

ま
ち
づ
く
り｣

を
テ
ー

マ
に
、
第
一
部
で
は
舟
入
小
学

校

(

地
域
の
つ
な
が
り
を
大
切

に
イ
ベ
ン
ト
で
校
区
を
活
性
化)

、

香
北
中
学
校

(

生
徒
会
を
中
心

と
し
た
廃
品
回
収
で
学
校
と
地

域
が
連
携)

、
奥
物
部
を
楽
し

む
会

(

地
域
の
特
性
を
生
か
し

た
体
験
型
観
光
事
業
へ
の
取
り

組
み)

の
三
団
体
が
活
動
発
表

を
、
第
二
部
で
は
高
知
県
生
涯

学
習
研
究
所
の
明
神
宏
和
所
長

が
、｢

合
併
と
ま
ち
づ
く
り

(

地
域
づ
く
り
と
生
涯
学
習)｣

と
題
し
て
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

発
表
・
講
演
を
通
じ
て
、
人
と

人
と
の
関
わ
り
や
仲
間
と
一
緒

に
活
動
す
る
こ
と
の
大
切
さ
が

参
加
者
に
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

$
%
,
-
�
�
F
6
G
@

H
I
J
�
K
L
M
N
O
�
�

Ｊ
Ｒ
土
佐
山
田
駅
前
の
国
道

一
九
五
号
交
差
点
に
、
献
血
の

告
知
用
看
板
が
お
目
見
え
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
土
佐
山
田
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

(

大
橋
明
美

会
長)

が

｢

献
血
事
業
の
推
進

に
役
立
て
て
欲
し
い｣

と
製
作
、

設
置
し
て
い
た
だ
い
た
も
の
で
、

七
月
三
日
に
現
地
で
、
香
美
市

に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
の
事
業
推
進
に
大
い
に

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

(

健
康
づ
く
り
推
進
課)
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発表する香北中生徒会

児童と保護者がオカリナを合奏
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｢

第
十
五
回
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ

Ｉ
ソ
ー
ラ
ン
祭
り｣
が
六
月
七

日
か
ら
五
日
間
、
札
幌
市
で
開

催
さ
れ
、
三
百
五
十
チ
ー
ム
の

踊
り
子
が
参
加
し
、
延
べ
百
八

十
六
万
人
の
観
衆
で
に
ぎ
わ
い

ま
し
た
。

今
年
は
合
併
後
、
香
美
市
と

し
て
の
初
参
加
と
な
り
、
西
村

芳
成
実
行
委
員
長
を
含
む
踊
り

子
隊
と
門
�
市
長
を
団
長
と
す

る
訪
問
団

(

総
勢
四
十
二
名)

が
参
加
。
当
市
の

姉
妹
都
市
・
積
丹

町

(

北
海
道)

と

十
二
年
連
続
で
合

同
チ
ー
ム
を
結
成

し
、
交
流
を
深
め

て
き
ま
し
た
。

高
知
県
の

｢
よ

さ
こ
い
祭
り｣
と

北
海
道
に
古
く
か

ら
受
け
継
が
れ
て

き
た
民
謡
ソ
ー
ラ

ン
節
を
融
合
さ
せ

た

｢

Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ

Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン
祭

り｣

に
参
加
す
る

の
は
、
旧
土
佐
山

田
町
か
ら
通
算
す

る
と
第
二
回
以
来
、

連
続
十
四
回
目
と

な
り
ま
す
。

六
月
九
日
朝
、
高
知
を

出
発
し
、
積
丹
町
へ
到
着

後
、
積
丹
町
の
踊
り
子
た

ち
と
合
同
練
習
を
実
施
。

短
時
間
の
練
習
で
し
た
が
、

両
市
町
そ
れ
ぞ
れ
の
練
習

の
成
果
を
確
認
し
合
い
ま
し
た
。

山
田
太
鼓
の
勇
壮
な
演
奏
で

幕
開
け
し
た｢

積
丹
町
前
夜
祭｣

で
合
同
チ
ー
ム
と
し
て
の
初
踊

り
を
披
露
。
息
の
あ
っ
た
踊
り

で
、
会
場
か
ら
温
か
い
拍
手
を

受
け
ま
し
た
。

十
日
、
十
一
日
の
両
日
は
、

大
通
公
園
を
は
じ
め
と
す
る
札

幌
市
内
三
十
一
会
場
で
繰
り
広

げ
ら
れ
た
本
祭
に
参
加
。
フ
ラ

フ
を
飾
っ
た
山
田
太
鼓
を
乗
せ

た
地
方
車
を
先
頭
に
、
笑
顔
と

掛
け
声
で
元
気
よ
く
踊
り
ま
し

た
。
フ
ァ
イ
ナ
ル
コ
ン
テ
ス
ト

進
出
チ
ー
ム
に
は
選
ば
れ
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
各
会
場
に
詰
め

掛
け
た
大
勢
の
方
々
か
ら
大
き

な
拍
手
と
声
援
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

残
念
な
が
ら
本
年
度
の
参
加

を
も
っ
て
、
合
同
チ
ー
ム
は
一

旦
、
解
散
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
が
、
両
市
町
の
踊
り
子
は

解
散
を
惜
し
み
な
が
ら
、
今
後

も
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
の
交
流
の

継
続
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。
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Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン

祭
り
参
加
に
続
き
、
香
美
市
姉

妹
都
市
友
好
都
市
交
流
推
進
協

議
会

(

岡
本
和
夫
会
長)

が
主

体
と
な
っ
て
毎
年
行
わ
れ
て
い

る
積
丹
町
へ
の
訪
問
・
交
流
事

業

(

六
月
二
十
四
日
〜
二
十
六

日)

が
行
わ
れ
、
香
美
市
か
ら

七
人
の
訪
問
団
で
積
丹
町
を
訪

れ
ま
し
た
。

旧
土
佐
山
田
町
か
ら
通
算
す

る
と
今
年
で
十
回
目
と
な
る
今

回
の
訪
問
で
、｢

第
一
回
積
丹

ソ
ー
ラ
ン
味
覚
祭
り｣

に
参
加

し
ま
し
た
。
昨
年
ま
で
は

｢

ド

ン
と
来
い
積
丹
味
覚
祭
り｣

の

名
称
で
開
催
さ
れ
て
い
た
祭
り

が
、
八
月
に
開
催
さ
れ
て
い
た

｢

お
神か

む

威い

ソ
ー
ラ
ン
祭
り｣

と

ド
ッ
キ
ン
グ
し
た
も
の
で
、
と

れ
た
て
の
ウ
ニ
は
も
ち
ろ
ん
、

イ
カ
や
ツ
ブ
貝
な
ど
、
積
丹
町

な
ら
で
は
の
味
覚
を
存
分
に
楽

し
め
、
夜
間
は
納
涼
祭
や
打
上

花
火
が
楽
し
め
る
盛
大
な
お
祭

り
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
ま
し

た
。祭

り
会
場
で
訪
問
団
は
、
香

美
市
の
地
場
産
品
で
あ
る
土
佐

打
刃
物
や
生
姜
製
品
、
ゆ
ず
ジ
ュ

ー
ス
等
を
販
売
し
た
ほ
か
、
高

知
県
の
味
覚
を
代
表
す
る

｢

鰹

の
た
た
き｣

も
販
売
し
、
客
足

が
絶
え
な
い
ほ
ど
の
盛
況
ぶ
り

で
し
た
。

今
回
の
訪
問
で
、
よ
り
深
い

友
好
関
係
が
築
か
れ
、
両
市
町

に
と
っ
て
意
義
深
い
訪
問
と
な

り
ま
し
た
。

会会会
員員員
ををを
募募募
集集集

香
美
市
姉
妹
都
市
友
好
都

市
交
流
推
進
協
議
会
で
は
、

随
時
、
交
流
活
動
に
ご
賛
同

を
い
た
だ
け
る
会
員
を
募
集

し
て
お
り
ま
す
。
入
会
に
関

す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
事

務
局

(

香
美
市
役
所
企
画
課

�
53

３
１
１
４)

ま
で
お

願
い
し
ま
す
。
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▲

香
美
市
の
地
場
産
品
を
販
売

す
る
訪
問
団

▲

12
年
連
続
で
合
同
チ
ー
ム
で
参
加
し
た

Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン
祭
り
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